
2013 
 6月に富士山が世界遺産として登録されました。 

流山では５月におおたかの森グリーンフェスティバルや 

オープンガーデンなどが、より大々的に開催されました。 

「ながれやまオープンガーデンマップ＆ガイド 2013」 
（ながれやまガーデニングクラブ花恋人, 2013年） 
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名都借の木 
 

 

2012 
2012年 4月 29日、東部地域に図書館が出来ました。 

名称は皆様からご応募いただいた 257点のなかから選ばれ、 

「木の図書館」になりました。 

「名都借の木. 第 1号」（流山市立木の図書館, 2012年） 

皆様にご愛顧いただき、木の図書館は開館５周年を迎えました。皆様からご指導ご鞭撻をいただき 

ながら、図書館利用をお手伝いさせていただいた５年間でした。心より感謝申し上げます。 

今後とも皆様のお役に立てますよう、より一層精進させていただきます。 
 

流山市立木の図書館 スタッフ一同 

 2016年はトランプ大統領の当選が確実となり、ノーベル文学賞に 

ボブ・ディランが選ばれるなど、波乱に満ちた年となりました。 

流山では、市政施行 50周年記念の催しが各所で行われました。 

「企画展流山市 50年の歩み」（流山市立博物館, 2016年） 

2016 

 

 

 世界的にテロが多発する一方、キューバとアメリカが国交を回復しました。 

４月にはおおたかの森小中学校、おおたかの森こども図書館がオープンしました。 

2015 

「広報ながれやま. 2015年 3月 21日号」（流山市, 2015年） 

2014 
 6月からサッカーの FIFAワールドカップが 

ブラジルで開催されました。 

10月には流山で白みりん誕生２００周年祭が行われました。 

川根正教「流山みりん物語」（崙書房, 2014年） 

白みりん 
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●そもそも図書館にはどんな資料があるの？ ～その２～ 

 図書館が持っている資料とその探し方の第２弾です。今回は、少し特殊な本についてご紹介いたします。 

①本（つづき）・・・一般書、絵本、雑誌 あわせて 10冊貸出できます。予約もあわせて 10冊までです。 

・ビッグブック・・・大人数のおはなし会を行うときにはぴったりな大きな絵本です。高さが１ｍを越える 

大きさの絵本もあります。どのようなタイトルがあるか探すときには、【タイトル】に 

【ビッグブック】、そして【分類】に【E】と入力するとすっきり探せます。 

②紙芝居・・・３点まで貸出できます。予約枠は本と同じ、一般書、絵本などとあわせて１０冊までです。 

       木の図書館では、紙芝居を「タイトル」の５０音順に並べています。また、検索するときは、 

       【分類】に【P】と入力すると探しやすいですよ。 

・大型紙芝居・・・大人数のおはなし会にも大活躍、大きな紙芝居の検索は【分類】に【BP】と入力です。 

※ビッグブック、大型紙芝居のご利用は、流山市民の方・冊数は２冊までとさせていただきます。 

それでは次回は、紙以外の資料についてご紹介いたします。 

デボラ・ホプキンソン/著 千葉 茂樹/訳 
『ブロード街の１２日間』 （あすなろ書房） 

 

他にこんな本もあります！ 

R．J．ハラシオ/著 中井 はるの/訳 
『ワンダー』    (ほるぷ出版) 

「青い恐怖」が町をおそい、犠牲者が次々 に。 

１８５４年ロンドンの下町でコレラが発生し、 

科学的な仮説をもとに市民を守るため、ある 

行動がとられました。事実をもとに描かれた 

上質なミステリーのような作品です。 

「人には添うて見よ、馬には乗って見よ」と 

いう言葉があります。親しく交わってみないと

その人となりはわからない。 

見た目はちょっとびっくりなオーガストと、 

彼に影響されていく人々 の物語です。 

ロバート・ウェストール/作 
原田 勝/訳 

『弟の戦争』  （徳間書店）  

～ 誰かの戦争 ～ 

ウェストール作品は、本書の他に『真夜中の電話』 

『遠い日の呼び声』などの短編集もオススメです。 

濡れた布で背筋を撫でられるような怖さや、正義 

一つを信じ、理屈を乗り越えて行動する少年の 

真っ直ぐさは、人生を経てきた大人だからこそ 

十二分に味わえる物語だと思います。 

 人の気持ちを読み取る不思議な 

力を持つ弟が、ある日「自分は 

イラク軍の少年兵だ」と言い始め 

ます。 

迫力ある物語は、「ニュースで 

知っているはずの湾岸戦争」という 

私たちの「知識」を凌駕します。 

斉藤 倫/著 
『どろぼうのどろぼん』  
（福音館書店） 

この本もおすすめです！ 

上橋 菜穂子/作 
二木 真希子/絵 
『精霊の守り人』 
 （偕成社） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木の図書館のおはなし会は、 

毎週日曜日 １１：００からあかちゃんコーナーで行っています。 
 

さらに 4月からは、 

０．１．２歳児向けのおはなし会 

を行うことになりました！！ 
 

毎月第２日曜日 １０：３０から約１５分間あかちゃんコーナーで行います。 
ご興味のある方、ぜひご参加ください。 
 
  

さい 

今回は、「むかしばなし」の本をしょうかいします！ 

ふだん読まないおともだちも、ぜひよんでみてくださいね♪ 

くわずにょうぼう 
稲田和子 再話／赤羽末吉 画 

（福音館書店） 

「めしをくわないおんな」 
そのしょうたいは・・・ 

ディック・ウイッティントンとねこ 
イギリスの昔話（アリス館） 

マーシャ・ブラウン さいわ・え 

まつおかきょうこ やく 

びんぼうなディックは、どうやって 
ロンドン市長になったのかな？ 

 

子どもに語る 

モンゴルの昔話 
蓮見治雄 訳・再話 

平田美恵子 再話  （こぐま社） 

短いおはなし、長いおはなし、 
あわせて 15話のっているよ 



 

 

 

 

 

    

 

     

     

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷土へのいざない 
～老舗のうなぎ・魚料理店が多いのはなぜ？～ 
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流山の祭りを追いかけ、足を運ぶうちに「うなぎや魚料理の専門店をよく見かけ、どの店も老舗 
なのはなぜ？」と疑問が・・・。そこで、答が知りたくて、探してみました。 

参考文献：「楽しい東葛歳時記事典」（崙書房 2013 年発行）Ｐ3、30-31  

布施(柏市)の旧家に残る古文書には、宝暦７年（1757 年）の 
9～11 月には 20 隻の船がウナギを陸揚げし、これを加村まで馬に 
のせて運んだと記されています。寛政年間（1789～1800 年）には、 
布施で年に 800 隻余からウナギが陸揚げされたといいますから、 
膨大な量のウナギが流山へ運ばれていたと思われます。 
 

「楽しい東葛歳時記事典」によると・・・。 
江戸時代、手賀沼ではウナギ漁が盛んに行われていたそうです。江戸川や利根川、手賀沼のウナギ 

といえば、かなり高価で売れ、老舗ではみなこの地方のウナギを使ったそうです。 
当時、水揚げしたウナギは、生きたまま船や馬で、江戸まで運ばれていました。中継地である流山 

加岸へは、諏訪道を通って利根川筋から運ばれてきました。 

 

流山には、加と根郷だけで４軒の料理店があり、加には『原重 
（はらじゅう）』、流山本通りには『矢葉喜（やはぎ）』と『大鹿屋』、 
閻魔堂横丁には『魚長（うおちょう）』がありました。『魚長』以外の 
３軒は本通りの西にあり、江戸川の自然堤防の近くでした。 

洪水の危険がある場所でしたが、川魚を生簀に飼っておくのに便利だった、とのことです。 

4 月 22 日（土）10時から木の図書館にて電話受付 

 
まだうまくお話できない 
赤ちゃんと、手を使って 
会話をする育児法です。 

 
講師： 牛木 貴恵 氏 

定員:２０組 
 

日時：５月１０日（土）10 時～11 時 15 分
場所：流山市おおたかの森センター 

これからの木の図書館 
 

初めての方が安心して参加できる体験会です。 

連絡先 
木の図書館  

電話：04-7145-8000 

 

 

講師： 木津 陽子 氏 

(おむつなし育児アドバイザー) 

        

6 月 2 日（金）10 時から木の図書館にて電話受付 

日時：6 月 21 日(水)10 時～11 時 15 分 
場所：流山市おおたかの森センター 

定員：２０組 
 

対象：生後 6 か月～２歳までの赤ちゃんと 
パパ・ママ、妊婦の方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木の図書館カレンダー    
休館日 月曜日（祝日の場合は火曜日） 

月末日（土日を除く）  
 

開館時間 火曜日～土曜日：4月までは 9時 30分～19時 
：5月からは 9時 30分～20時 

     

対象：生後２ヶ月以上の赤ちゃんと保護者の方、 
妊婦の方 


